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新　刊　案　内　

『13歳からの図解でやさしい国会政治や選挙から社会のしくみが学べる本』

『SPY x FAMILY家族の肖像』

『ソードアート・オンライン；６』ﾌｧﾝﾄﾑ・ﾊﾞﾚｯﾄ

『環境専門家になるには』

『化学技術者・研究者になるには」

『人間科学部』中高生のための学部選びガイド

『12歳から始めるあがらない技術本番に強くなる　人前で緊張しない』

遠藤　達哉／原作　矢島　綾/小説　集英社　　　　　　 Ｔ/ヤア　

堀川　晃菜／著    　　　 ぺりかん社　 　 　   Ｔ/３６６/ホア

大岳　美帆／著　　　　　  ぺりかん社　　 　  Ｔ/３７６/オミ

鳥谷　朝代／著　　       秀和システム　　 　 Ｔ/１４１/トア　　

清水　雅博／監修　メイツユニバ－サルコンテンツ　Ｔ/３１４/シユ

小熊　みどり／著   　　　  ペリかん社　　 　 Ｔ/３６６/オミ

川原　礫／著　　　アスキー・メディアワークス　 　 ＴＢ/カレ

『野良犬イギ－』
荒木　飛呂彦／原作 乙　一/小説　 集英社　  　　　　 Ｔ/オツ

『おいしいコーヒーのいれ方』

　
  村山　由佳/著　　　　   集英社

久保田　裕／監修 メイツユニバーサルコンテンツ  Ｔ/０２１/シユ

『13歳からの著作権』

 

『魔法科高校の劣等生Appendix;1』

『大絶滅は、また起きるのか？』

佐島　勤／著　 　　　　　KADOKAWA      　　　　　 ＴＢ/サツ　　　

高橋　瑞樹／著 　　      岩波書店        　　 Ｔ/４６７/タミ
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 　8月の太陽が照りつける日々、暑いですね。 
夏休みの計画は予定通り進んでいますか？
たまには、ゆっくり読書に励んでみてはいかがでしょう。
今月のテ－マは【冒険心】です。

　
　　
　                                  
　                                      
       

冒険心

224号

　   T/ムユ



 

●『自分を超え続ける 熱意と行動力があれば、叶わない夢はない』 

南谷 真鈴/著        ダイヤモンド社   Ｔ/７８６/ミマ 

 幼少期からアジアの各地で育った著者は「いろいろな経験が自分という木を

育ててくれる。根っこが多ければ多いほど木は倒れないし、幹も太くなる」と

いう信念のもと、世界最年少で七大陸最高峰・北極点・南極点到達という「探

検家グランドスラム」を達成する。「あきらめないことさえしなければ、どこま

でも行ける」という著者の言葉は力強く、心に残る。        （Ｔ.Ｏ） 

 

                                                                 

●『ウルフ・タワーの掟』 

タニス リー/著       産業編集センター     ＴＦ/リタ 

 <ハウス＆ガーデン>の王族に仕える奴隷女中の少女クライディは、ある日熱

気球に乗って現れた青年ネミアンを助け、外の世界<荒地>へ飛び出す。それは

クライディの出生の秘密に迫り、愛と自由を勝ち取るための長く、波乱に満ち

た旅の幕開け。奇妙な進化を遂げた森や動物、本物そっくりなロボット、不可

解な掟に縛られる<タワー>……、未知の世界で理不尽な運命に反旗をひるがえ

す少女が綴る冒険の日々、全 4部作。                  （Ｏ.Ｋ) 

 

●『旅をする木』 

星野 道夫∥著        文芸春秋       Ｆ/２９５/ホミ 

 写真家でもあり冒険家でもあった 星野 道夫さんのエッセイ。写真は 

載っていないものの、著者のつむぐ言葉には想像力をかき立てられ、アラス 

カの風景やそこから吹く風、身をきる寒さまでが感じられます。夏の世にエ 

スキモ－やインディアンなど、原住民の古老たちから聞く昔話はエッセイの 

なかでも大きな見どころ。星野さんの冒険にみちたアラスカの日々とは、ど 

んなものだったのか。そこで彼が気づいたものとは…？優しく穏やかな文章 

なのに強烈に冒険心がかき立てられる不思議な読後感を、あなたも味わって 

みませんか？                        （Ｍ.Ｕ） 

 

 

●『チ・カ・ラ。』 

イングリッド・ロウ/著 田中 亜希子/訳 小学館     ＴＦ/ロイ  

 ミブスの家系は１３歳の誕生日に能力「チカラ」が開花する。どんな能力か

は、その時になってみないとわからない。１３歳の誕生日を楽しみにしていた

ミブスだが、誕生日の２日前お父さんが事故に遭い、意識不明で遠い街に入院

する。ミブスは弟と友達と共にお父さんに会うために聖書販売会社の車に乗り

込んで…。家族や友達のことを思いながら、起こる出来事に立ち向かっていく、

ミブスと仲間たち。お父さんの状態は…、そして、ミブスに目覚めた「チカラ」

とは…。１３歳の少女に起こった冒険の物語。          （Ｔ.Ｏ） 

  

●『失われたものたちの本』 

ジョン コナリー/著 田内 志文/訳 東京創元社    ＴＢ/コシ 

 大好きな母の死を受け入れられず、新たな家族にも馴染めないまま、孤独を

抱えた少年デイヴィッドを慰めたのはたくさんの物語だった。いつしか彼の耳

に本のささやき声が聞こえはじめ、死んだはずの母の声に誘われて、デイヴィ

ッドは幻の王国へ迷い込む。赤ずきんが産んだ人狼、わがままで太った白雪姫、

暗躍するねじくれ男……、そこは血と恐怖に彩られたダークメルヒェンな世界。 

デイヴィッドは無事におうちへ帰れるのでしょうか？      （Ｏ.Ｋ） 

 

●『王への手紙』；上 

トンケ ドラフト/作 西村 由美/訳 岩波書店     ＴＦ/トト 

 １６歳の見習い騎士のティウリは騎士になるための最後の試練の夜、助けを 

求める修道士から隣国の国王宛の手紙を託される。教会を抜け出し、手紙を 

届ける旅に出たティウリ。陰険なスパイに殺し屋の衝撃…次々と襲い掛かる 

困難を旅の途中で出会ったピアックと力を合わせて乗り越えていく姿から目 

を離せません。ウナ－ヴェン王国でふたり待ちうけているものとは？託され 

た手紙に隠された真実とは？手に汗をにぎる、オランダの人気冒険小説を 

是非読んでみてください。                   （Ｍ.Ｕ）                                     


